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1は じめに

グローバ リゼーションとは、人間、もの、情報などが急激かつ大規模に移動する現象

を意味する。この移動はかならず しも一方向的である必要はない。それは、欧米や 日本

からそれ以外の地域への一方的な流れを意味す るわけではなく、相互交渉的である。 「西

欧」は相互交渉を通 じて非西欧社会において 「地域化(ロ ーカライズ)」 する。非西欧

はかならず しもグローバ リゼーションの受動的な犠牲者 とは言えない1。

相互交渉の領域はさまざまだが、ここではとくに人間の動きに注 目する。そのなかで

も外国(西 欧)人 男性 と非西欧人女性 との性的関係を取りあげる。ここで二っの点にっ

いてことわってお く必要がある。まず、本稿では、主として敗戦直後のアメリカ兵 と日

本人女性との関係を考察するということである。 したがって、本稿では、現在進行形の

グローバ リゼーション現象 というより、 日本人にとってそうした現象の原点になる敗戦

直後の 「アメリカ(兵)」 についての体験を取りあげる。もうひとつは、本稿が注 目す

るのは、実際にアメリカ兵 と日本人女性 とがどのような関係を持ったのか、ということ

よりも、それが 日本人男性にどのようにとらえられていたのか、とい うことにっいて考

察す るとい う点である。つまり、本稿 は戦後 日本の原点である敗戦体験についての言説

を考察対象 とするということである。

さて、本稿ではルポルタージュを取 りあげると述べたが、これらのルポルタージュは

たんに 「事実」を伝えようとしただけではないことを強調しておきたい。そこには、書

き手である男性知識人の立場が露骨に現れているからである。

2基 地の街の女性たち

昭和20年(1945年)8.月15日 、 日本の敗戦が決まった直後に、米兵を中心とする連合

軍を受け入れるための準備が始った。政府主導のもとで進駐軍相手の売春施設(RAA、

リクリエーシ ョン ・アン ド・ア ミューズメン ト・アソシエーシ ョン)が 各地に設置 さ

れ、若い女性 を募集 したことはよく知 られている事実である。ただし、この 「公娼制

度」は短命に終わ り、代わって街娼などの売春形態が基地周辺の街で黙認 される。

以下では、西田稔の 『基地の女 特殊女性の実態』(河 出書房、昭和28年)を 取 り

あげる。 これは総頁が251頁 、20章 か らなる書物である。西田は、戦前か ら児童教育に

関わってきたが、戦後立川に住み、米兵による基地の町に住む子供たちへの影響や、米

兵と日本人女性の間にできた子供たちの問題に関心を寄せ、米兵相手の女性たちの実態

に注 目した。米兵と関係 を持つことで生活の糧を求めた女性は、立川には昭和25年 か ら

27年前期までの最盛期において5000名 いたと言われている。

1グ ローバ リゼーションについて議論を詳述することはできないが、江渕一公、2000『 文化人類学

伝統と現代』(放 送大学教育振興会)を 参照。
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本書は、結論から言 うと、きわめて良質なエスノグラフィーである。歴史的かっ広範

囲の数量的な資料 とともに、具体的な事例も多 く含 まれていて、基地周辺の女性と米兵

との関係、女性の生活実態に鋭 く迫っているからである。 とくに、米兵相手に売春をす

る女性たちの生々しい事例は、同年、同出版社か ら発表 され、たぶんもっと有名な神崎

清の 『夜の基地』にはほとんどない視点である。 しかし、女性たちを特定の形容によっ

て規格化 しようとす る傾 向が強いのも事実である。 この点を考慮 しながらテクス トを吟

味 していきたい。

西田は、本書の冒頭で調査を開始した当初(昭 和22年 末)は 、 「パンパン」 と呼ばれ

る夜の女性たち、すなわち 「特殊女性」たちと米兵が繰 り広げる痴態から一般市民、と

くに児童を守りたいとい う気持ちが強かったと述べている。 しかし、それか ら5年 以上

経った今(昭 和28年)で は、女性を排除するだけではなく、女性 もまた 「汚濁の闇」か

ら救出し、更正させなければならない、と決意 している。

まず評価すべき箇所 をい くつか挙げたい。ひ とつは、調査か ら執筆までの期間にお

よそ2000人 の女性にインタビューをしている事実である。そのなかには、全員ではない

が、質問表によるアンケー トも含まれている。

本書では立川 とい う街が戦後どのような経済状況 に置かれていたのかがきわめて明晰

に説明されている。基地の存在、そこから流れ出る軍事物資などの闇物資、それを米兵

から購入する闇商人、 「第三国人」と一部の女性たちの関係がまず詳述されている。そ

して、立川 を基地に依存 している植民地的な都市 と形容 している。その上で、女性たち

を一括 りにしないで、7っ のタイプに分けている。それらは、街娼、自称オンリー2、オ

ンリー、恋愛関係 とい うより金 目当てのオン リー、人妻、一般家庭の娘、ほかの街から

の通勤女性である。また、女性たちの、売春を始めた動機、組織や売春制度についても

具体的に論じている。さらに、世代(酌 婦 と不良少女)や タイプの相違(街 娼 とオンリ
ー)に 由来する女性たちの対立などにも触れていてきわめて動態的な記述にあふれてい

る。

著者の西田は 「先生」 として登場 し、著者 と女性 たちとの交流が手に取るようにわか

る。その交わ りはきわめて感動的で、立川 とい う街に住み、女性たちを親身になって世

話 していたことがよくわかる。

しかし、 『基地の女』には、西 田による一方的な決めつけと思われる記述が散見され

るのも事実である。西田は最初の章 「女たちに彩 られた街」で、 「特殊女性」を一般の

女性、とくに主婦 と対照 させて記述 している。

こころみに黄昏を待って街を歩いてみるといい。買物籠をつけたスマー トな自

転車に乗った女たちが、肉屋で上等の肉を買い、果物店でバナナを買ってい

る。魚屋の店先に立っている女たちは、一般の主婦たちのように、財布の中の

金と相談 して買う魚を決めなどはしない(11頁)。

主婦だけではない。特殊女性は 「日本人」とも対比されている。

この街の夜の道は、夜の女たちが得意顔で道の中央を歩き、お人好 しの日本人

や、英語の話せない日本人が両側をこそこそと歩いている(12-13頁)。

米兵を相手にする女性たちは、二重の意味で特殊である。それは性を売るとい う行為

において、結婚制度(主 婦)か ら逸脱 している。つぎに、売春 あるいは恋愛の相手が

日本人ではなく米兵であるとい う点で 「日本人」か ら逸脱 している。ほかにも西田は、

2街 娼 と異なりオンリー とは特定の米兵と関係を続ける女性を意味する。
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女性たちの薄情 さ(「 他人の不幸には一片の同情 も示 さない」(57頁))や 拝金主義

(「人生はすべて金である という生き方をしていたが、こつこつ金を貯えて喜ぶ人

種ではなくて、なんの思案 もせずに金が使えることに無上の喜びを感 じる人種である」

(55頁))を 指摘 している。 しかし、ここで注 目したいのは、最初の章の最後でつぎの

ように述べていることである。

植民地的歓楽都市立川一 この町では何処を歩いても女たちの姿が見られる。

そ して街を汚した責任は女たちにのみ負わされている。侮蔑の目が女たちに注

がれる。なにが女たちを駐留兵に寄生 して生きて行かなければならなくさせた

のであろうか、とい うことはあま り考えられていないようである。むしろ一般

の日本女性 とは別種の人間とさえ見 られて、手に負えぬ女性群は社会からほ う

り出された形である(15-16頁)。

つまり、西田は特殊女性の 「特殊」性の発生の過程、差異化の過程を探る必要を強調

している。そして、その過程を社会的な文脈で理解 しようとしている。こうした視点か

ら西田は、女性たちが強姦や詐欺にあっても、売春婦ゆえにそれを訴えることができな

い と、あきらめて しまうことなどを具体的な事例をあげている。そ して、本書の末尾で

つぎのような問いかけをする。

国がどれほど落ちぶれて、男性の凶悪犯人が続出しても特殊男性の名称は生ま

れない。肉体を売ると買 うとのちがいだけで彼女たちには、特殊女性 という名

称がつくられて しまっている。あた りまえだ と笑われれば、それまでである

が、同じ人間に生まれながら男性 と女性 との立場の相異は、人間の世界に不思

議なものの見方を作ってしまったものである・ 。(1952年2月28日 夜記す)

(189頁)

西田は、当時広範に使われていたであろう 「特殊女性」とい う概念について、い

まならジェンダーの視点からと言って良いような批判を男性(米 兵)や 日本社会に対 し

て加えている。残念ながら、西田の問いはそれ以上深 く論じるところまでは至っていな

い。 しかし、当時、 「特殊女性」 とい う言葉で米兵相手の女性を、いわば内なる他者 と

して理解 されてきたことを考えれば、西田の問いは当時の 日本社会への根源的な批判で

はなかったか。

『基地の女』の価値は、このような問いかけをすることで、われわれに自己と他者

との境界の曖昧さ、そ してその線引きに作用するジェンダーをめぐる権力関係にするど

く迫っている。しか しながら、性についてのルポルタージュがつねにこのような問いを

発するわけではない。

『基地の女』が公刊されたのと同じ年の 『婦人朝 日』(1953年9月 号)で 「基地の紅

い灯を消そ う」とい う特集がなされている。その中で 「夜の女をどうするか?風 紀

対策の問題点と解決への方向」という座談会の記録が掲載され、そこで、西田はつぎの

ように述べている。

特殊婦人 を更正 させるといっても例えば三年か四年、外人を相手にしてる

と、日本人 と結婚できなくなるんですね。セックスの問題も不満だし、日本人

は見るのもいや、体臭がいやだというんです。黒人を相手にしていた人はまだ

いいんですけれども、白人を相手にしていた人はダメですね。身体が変わっち

ゃうんです。ですか ら、更正寮へ入れても、朝起きてタバコー本すえないのが

苦 しいといって逃出した り、袋貼 りの作業をさせると、それに印刷 してある性
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的な記事を見付け出して取っておいたり、禁慾生活に堪えられないらしいんで

す。いくら監視 しても、うまくいきませんね。

ここで西田は、性的な経験が女性たちに多大な影響を与えていると指摘 してい る。

「身体が変わっちゃう」 という言葉に西田の悲観的な意見が凝縮 している。それは、女

性に対する一般的な見方を助長す るような視点と言えよう。女性たちは男 との関係 を通

じて、もはや帰ることが不可能な世界へと入 り込んでしまった。とくに白人男性 と関係

を持つ と女性は性的に変化 してしま うとい うわけだ。一旦変わって しまった女性たちを

救 うことは不可能だ、ということになる。この座談会での発言は、 『基地の女』におい

てもときに認められ る、売春婦たちの否定的なイメージをそのまま受け継いでいるよう

に思われる。

私が注 目したいのは、西田の著書には、売春婦への両極的な感情が認められるという

ことである。西田は一方で彼女たちに更正の可能性を認め、またその背後にある権力

関係 男性 と女性、戦勝国と敗戦国など への批判的視点をもち、他方で彼女たち

を固定的かつ悲観的にとらえている。そこには、敗戦直後の知識人男性のジレンマが透

けてみえる。西 田は、先生として 「特殊女性」たちと個別に接 し、その特殊性がけっし

て特殊ではないことに気づく。それゆえ、更正とい う目的も意義あるものなのだ。かれ

は、更生者(=啓 蒙者あるいは救済者)と してみずか らを位置づけ、知識人男性として

の立場を確保す ることができた。 しか し、他方で、彼女たちが米兵 と関係 を持ち、そこ

か ら抜け出ることができないと語っている。それは、決めつけともあきらめとも解釈で

きるかもしれないが、そのあきらめは敗戦国の男性 に特有の諦観に通 じるように思われ

る。敗戦国の女性は、一部の女性をまもるためとい う名 目と生活上の必然性から売春婦

とな り、男性たちはお しなべて 「女性化」 した。徹底抗戦を信条 とする者はもはやな

く、米軍による 「解放」を楽天的に受け入れ るわけにもいかない男性の視点が西田のあ

きらめに認められよう。以下に見るような、女性を批判 したり、また米兵を批判するこ

とで満足できる著者たちは、ある意味で幸せなのだ、とも言えよ う。

3黄 色い便器

つぎに、 『夜の基地』を著した神崎清の 「黄色い便器 米軍の排泄都市タチカワ」

(『真相』1954年 復刊3号)と い う記事を検討 したい。それはつぎのような文章ではじ

まっている。

いまアメリカの兵隊のあいだで、 『黄色い便器』(イ エロー ・ストゥール)と

い う奇妙な言葉がはやっている。米語辞典の最新版にはまだのっていないがパ

ンパンの異名である。 … 女の方では爪をあかくそめた り、安物のイヤリン

グをつけたりして、淑女のつもりでいるのだろうが、兵隊仲間では、 『足の短

い便器をひきずってあるく』といっておもしろがっている。ああ、ハイ ヒール

をはいた便器!チ ュウインガムをかむ黄色い便器!腰 をふってジルバをおどっ

ている足のみじかい便器!ア メリカの兵隊にとって、日本の女は、生理的必要

をみたすためのたんなる道具にすぎない。

この記事は、米兵を相手にする女性たちのさまざまな形態の紹介である。神崎は、こ

れを大きく6つ に分けている。最初の4つ は、キャバ レー、バー、置屋、ハウスなど、

女性たちのいる場所による分類である。キャバレーを除く場所で働 く女性たちは売春婦

として紹介 されていて、さらにオンリーと契約愛人を加えている。神崎にとってオンリ
ーもまた 厂黄色い便器」の変異でしかない。
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「国際売春都市タチカワ」あるいは 「ハイセツ都市」で働

「専用の

便器」 と形容 され、他方米兵はキャバ レーなどの 厂排泄機関、すなわち売春施設」で働

く女性相手に 「タチカワで排泄」する存在である。こうした記述で強調しておきたいの

は、売春婦を便器 とし、売春婦相手の性交を排泄 とする図式がたとえ神崎自身の考えで

はない としても、読者は、こうした図式に反発するとい うより、受け入れ、類似の言葉

で女性たちを形容 してしま う、とい う遂行的(パ フォーマティヴ)な 役割を本記事が果

たしているということである。 これらの表現は、すでに流布 している表現をそのまま使

用 しているだけだとしても、それ 自体力をもって、われわれに女性についての一方的な

見方を押 しつけている、とい うことを忘れるべきではない。読者は、そのような表現を

賛意を示すか どうかは別にして、女性たちを 「黄色い便器」とみなし、接す ることにな

ろう。

先に述べたように、神崎には 『夜の基地』とい う、基地の街の売春や闇市の実態を暴

いたルポルタージュがあるが、そこでも女性たちへの視点とい うのはことのほか薄い。

それでは、当の女性たちの声はどうだったのか。彼女たちの考えや意見はまったく無

視されたのだろうか。われわれは、つぎに女性たちの手記について吟味したい。

しかし、アメリカの兵隊のすべてが、商売女と浮気 していると思いこむほど、

こっけいなことはない。誰が排泄 したかも知れぬ不潔な 『共同の便器』をきら

う兵隊はいわゆるオンリーをかこって、 『専用の便器』を用意するのである。

神崎 の意 図が ど うで あれ、

く女性 たちは 、 「黄色 い便 器」 、 「足 のみ じかい便器 」 、 「共 同の便 器」 、

4女 性た ちの手記一 『日本の貞操 』

つ ぎに紹介 したいのは、 『日本 の貞 操 外 国兵 に犯 され た女性 たちの手記』 と 『続

日本 の貞操』 とい う書物で ある。両者 は ともに一 九五三年 に公刊 された書物でベス トセ

ラー になる。 前者 は4名 の女性た ちの独 白か らな り、当時通訳 を していた水野浩が編集

してい る。後者 は、後に 『ノス トラダムスの大予言』(1973年)を 著 した五島勉の編集

で、1985年 に 『黒い春 米軍 ・パ ンパ ン ・女 たちの戦後』 と改題 され て出版 されてい

る。 こちらは女性 たちの証言 とその背 景の説 明か らな るル ポル ター ジュである。

両者 に共通す るのは、米兵 に よる性暴 力に対す る怒 りで ある。水野編 『日本 の貞操』

の冒頭 で紹介 され ている小野年 子、23歳 の 手記は、本書のお よそ半分 を 占めている。以

下、簡 単に紹介 しよう。

年子 は、京都で米兵た ちにだ ま され て外 に連れ 出され 、輪姦 され る。東京 でダンサー

にな るが、 ダンスホール でも暴行 を受 け、売春 をは じめ る。一時オ ン リー にな り、裕福

な暮 らしも経験 し、 自分 の愛人 とその仲 間たちが素人の女性 を騙 して輪姦す る とい うゲ

ー ム(狩 り
、ハ ンテ ィング)を 手伝 い さえす る。 あ るとき、闇市 に買い 出 しに来 ていた

女性 を最 寄 りの駅 まで送 っていこ うとジー プに乗せ 、仲間の一人の家 に連れ こむ。 女性

は年子 がジー プに乗 っていたので安心 して乗 りこむ。

待ちかねていたヘイズとミラーは、獲物のすばらしさに声をあげて喜んだ。こ

わさに口もきけない女の子をロジャースと3人 がかりで うちに抱えこんだ。私

はそれを当然のようにみていた。もし私がかつて強姦された当時の苦 しみを少

しでもおもいかえしたなら、こんな手助けはできるはずがなかったのだ。それ

なのに私はそのうえ直接、手伝い さえしてしまった。 … さすがの私も私の

あさま しさを、首をふって忘れようとした。私はそれほど盲目のけだものにな

っていたのだ。だからこそ私はこのように一切合切を告 白する。 ロジャース

は、(女 性に)頬 ず りし、それか ら体をず らした。ハンティングで、こんなに
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私まで興奮 した気分にまきこまれていったのは初めてだった。 ビールでのどを

しめすのも忘れて、皆息をつめて、見守っていた[86-87頁]。

ロジャースは小野年子の愛人である。 自分の愛人が女性を犯す ところを見なが ら年子

も興奮 している。 しか し、このハンティングは年子のその後の人生を大きく変えてし

ま う。女性は別れ際にキスをしようとしたロジャースの舌を噛みきって殺し、 自分の舌

も噛んで自殺してしま うか らだ。年子はロジャース とそれまで住んでいた家を追い出さ

れ、再び街娼となった。そ して、梅毒や癌に体を蝕まれていく。彼女の手記には、米兵

への憎しみ かれ らによる強姦 さえなければ売春などしていなかった と、彼女自

身の一種のあきらめや弱さ、そして、ときに米兵といることの喜びが混在している。

小野年子の手記にはさまざまなエピソー ドが語 られている。友人の米兵が飼っていた

猿欲 しさに、 自分の女性(オ ンリー)を かれに引き渡す米兵。もちろん当の女性は猿と

交換に捨て られた とはつゆ知 らず、男が来るたびに形だけの抵抗をするが、結局は抱か

れて しま う。

この米兵は、街で拾ってきた靴磨きの少年を基地で雇っているが、かれの楽 しみのひ

とつは猿に追い回させることである。あるとき少年が猿に刃向か うと、米兵は怒ってか

れを追い出してしまう。 しかし、少年は出てい くと見せかけてオフィスに戻ってきてこ

の猿を撲殺する。これを知った米兵が少年を殺そ うと追いかけるが、少年は逃げる途中

で 自動車にひかれて死んでしま う。

年子はまた、街娼やオンリーだけが性的対象ではなく、基地で働いている女性は犯す

ために存在すると思われていると指摘する。そんな女性がほかの米兵にや られる前にや

る、 とい うのが米兵たちの論理だとい うのである。

ときに、年子はなわばりを荒らす女性をリンチするが、年子 自身も銀座 に買い物に出

て、 リンチを受ける。 さらに衝撃的なのは、米兵の飼っていた犬に年子が犯 され、それ

が米兵たちの見せ物になる、とい うエピソー ドが紹介 されていることである。

私は情けなかった。が、それまでいいだしたら人のことなんか、平気で無視す

るG・1・ 相手では、されるままになる以外にない。私はかたく目をつむってこ

らえた。私はただ、涙の落ちるのを一心にこらえていたことをおぼえている

(132頁)。

シ ョー は何度か行われた。 ある 日年子は、 この犬 を連れだ し、殺 して しま う。

私は、惨めな自分の生涯の、このもっともくや しい経験を、すっかり泥を吐く

ように吐きだした。何のために一一 しかしわたしはいくぶんでも私を通 じて

G・1・ たちの真の姿をつたえた と思う。彼 らのみにくい動物性を示 したはずで

す(137頁)。

年子だけではない。職場や 自宅での強姦によって、運命 を大きく変えざるをえなかっ

た女性たちの証言が続 く。朋江は、一家団欒の最中に米兵ふた りの侵入を受け、母 と妹

とともに強姦された。妹は惨殺 されるが、警察はなにも動こうとしない。そして朋江の

妊娠が分かる。

私は戦争が終 り、平和が回復 してから、二年 もあとに、アメリカの自由の使徒

たちから受けたきずを、口にすることさえ許されてはいない。また、口にする

こともできない立場におかれている私達は、アメリカのいつはてるともしれな

い占領が私達におわせた深傷を胸に死ぬまでひめて、苦しみ、もだえながら、

生きていくほかはないのだ(223頁)。
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『続 日本の貞操』では女性たちの証言はより短いものになっているが、論調は同じ

ようなものだ。平凡な、 しか し幸せな日常、偶然、あるいは仕組まれた米兵たちとの邂

逅、そこでの暴力による処女喪失、混乱 とあきらめ、家族 との葛藤、家出、売春 という

テーマがなんども繰 りかえされる。彼女たちの手記を貫いているのは、現在の状況を招

いた米兵への怒 りや憎 しみであ り、また圧倒的な力に対する無力 さとあきらめである。

以下4点 について指摘しておきたい。

まず、女性たちは米兵に恨みをもち、自分たちの境遇を嘆いていたとはいっても、 と

きに彼女たちは女性同士の配慮に感謝 し、また米兵とのデー トに心を弾ませ、さらに朝

鮮戦争で疲弊 した若い兵士に同情する。そ して、彼女たちだけでなく、米兵の人生をも

踏みにじっていく大きな暴力の存在に不安になる。

つぎに、戦後の混乱期、 日本人男性による強姦がなかったとは思えないし、日本人相

手の売春婦もいただろう。そして、彼女たちも売春 をは じめた理由は生活苦や処女喪失

が契機だったかもしれない。 しかし、こうした女性たちが語 られることはなかった。彼

女たちは 「日本の貞操」を代表することはなかった。米兵の異人性が女性の 「特殊性」

を強めているといえる。そこには、後で触れる読書の性的好奇心に訴える要素が認めら

れるともいえる。

第3に 、こ うした手記は、もちろん同情をもって読まれ、また米兵の犯罪を告発す る

ことに役立っただろう。本書で強調 されているのは、女性たちの矯正 ・救済 というよ り

米兵たちの犯罪についての告発である。そこには、外からの記述では うかがい知れない

女性たちの心情が吐露されている。 しか し、同時にこうした手記が性に関する露骨な読

み物 として消費 され、後の、それほど深刻でもない、風俗嬢たちやアダル ト・ビデオの

女優たちの手記や語 りの原型 となっている、と考えることもできよう3。ここには ドラッ

グこそ出てこないが、ダンス ・パーティーのあ との乱交、獣姦、サディズムや屍姦など

の描写は、 『限 りなく透明に近いブルー』(村 上龍1976)を 想起させる。

最後に興味深いのは、当時の文章が米兵の 「人種」にほとんど言及 していないとい う

ことである。これは1958年 に発表 された松本清張の 『黒地の絵』に描かれている黒人兵

による脱走 と暴行に見られる、黒人に対す る 「まなざし」 とはかなり異なるように思わ

れる。手記か ら強姦をしたのが白人兵だったか黒人兵だったかはほとんどの場合定かで

はない。 「黒人の性化」がそれほど問題視 されていない というのは、すでに引用 した西

田の 「黒人を相手にしていた人はまだいいんですけれ ども、白人を相手にしていた人は

ダメですね。身体が変わっちゃうんです」とい う言葉か らも明 らかである。そこでは、

黒人 よりも白人 とのセ ックスがむしろ問題視 されている。また、 「体臭」についても日

本人 こそ体臭の強い存在 として語 られている。1980年 代に黒人兵 と交際する日本人女性

の生態が大きく取 りあげられることになるが、黒人の性的特質を強調するような風潮は

かならず しも戦争直後から認められていたわけではないのである。

5講 和条約締結後

1952年 のサンフランシスコ講和条約締結後、米軍の地上部隊の多くが撤退 していく。

それ にともない 日本各地にあった基地の数も減る。 日本は連合軍による占領 とい う状

態をやっと脱 し、主権を回復する。紹介 した本や記事は、こうした状況の変化によって

はじめて米軍の犯罪について公に書かれることになったものと位置づけることができよ

う。それ以前に出版されたいわゆるカス トリ雑誌にまったくと言っていいほど米兵は登

3も ちろん、戦前からの風俗に関するルポルタージュの伝統も考慮する必要があろう。
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場 しない。そして講和条約締結から5年 後、1957年 に売春防止法が制定される。

しか しなが ら、売春がこれによって全面的に禁止 されたわけではない し、米軍基地は

規模こそ年々縮小されているが、なお存続 し、また米兵相手の 日本人女性についての

スキャンダルは事欠かない。もちろん女性たちはもはや強姦の犠牲者でも、処女喪失で

「堕落」 した女性たちでもない。女性たちは、自分の意志で恋愛相手 として、あるいは

セックスでの快楽を求めて米兵 とつきあい始めるからだ。そんな女性たちのなまなま し

い生態 を描いた山田詠美の 『ベッ ド・タイム ・アイズ』が出版 されたのは1985年 であ

る。彼女たちは、 「ぶ らさがり族」 とか 「ブラパン」と呼ばれる。前者は背の高い黒人

と手を組んであるくとぶら下がっているよ うに見えるか らで、後者はブラックあるいは

ブラザーのブラとパンパンの合成語である。 この名称は彼女たちがみずから使い始めた

と言われている。彼女たちにとってパンパンはもはや蔑称ではない とも言える。その変

化に戦後のジェンダーの変化を認めることが可能であろ う。

さらに、占領時代には信 じられなかったことだが、基地に住むアメ リカ人の女性たち

(女性兵士や妻)が 高い円欲 しさに、日本人相手に売春をするということさえ起こるの

である。

6お わ りに

最後に、グローバリゼーシ ョンとの関係で、本書で取りあげたような書物がどのよ う

な役割を果たしたのかを考えてみたい。

米兵 と売春婦たちとの痴態を読む ことで、 日本人の男性読者たちは、みずか らの

「正常性」を確認 したであろう。いや、かれらだけではない。男性読者は、 自分たち

の女性 妻、姉妹、母、娘など もまた正常であることを確認する。売春婦 と異な

り、まだ彼女たちは汚 されていない。そもそも講和条約締結後、多くの米兵が帰国しく

米兵の危険はすでに峠を越 していたはずである。彼女たちは、汚 されずにすんだ、堕

落せずにすんだ女性なのだ。生身の売春婦だけではない。彼女たちの物語もまた、外国

人男性の圧倒的なカー一敗戦国の人間への有無をいわせぬ支配、攻撃、排除、陵辱な

ど にたいする精神的な緩衝地帯として作用 していたのである。それはまた、日本人

男性による米兵の強力な男性性の馴化の試みだったと言 えよう。そのためには、同じ日

本人でありながら 「他者性」を帯びた売春婦を必要 とした。

しか し、売春婦は完全な他者にはなれない。彼女たちはまさにみずからの物語を通 じ

て語 り始めるからだ。そして、その語 りの中には 日本社会の伝統的なジェンダー規範を

批判し、米兵がもたらしたあたらしい男女関係を肯定的に捉える者もいた。米兵とつき

あっていた女たちが皆みずからの意志に反 して処女を失い、 日本社会で生きていけなく

なった存在ではない。またすべてが売春婦であったのではない。現代から見ればけっし

て不自然ではない形の交際期間を経て、結婚 し海 を渡った女性もいるからだ。いわゆる

戦争花嫁をすべて 厂貧困のため」 と説明す るべきではないだろう。 「ドイツ兵に勝利す

るためにわれわれは5年 かかったが、 ドイツ女性 を陥落するのに5分 しかかからなかっ

た。」という言葉があるように、女性が勝戦国の男性に惹かれるのは不思議なことでは

なかった。それは、敗戦国の男性には露骨な非難であり、屈辱であった。

太平洋アジア戦争敗戦後の占領期 は、明治の開国についで日本の近代を決定する大き

な政変であった。そして、米兵を中心とす る連合軍の占領こそが現代に続くグローバ リ

ゼーションの起点であった。この場合、占領は、圧倒的な軍事力を背景とし、政治的か

つ経済的に優勢な勢力による支配であり、新憲法の発布、教育制度や既存の政治 ・経済
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制度の改革、民主主義理念やジャズな どのアメリカ民衆文化の導入などの変化がもたら

された。本稿で考察の対象となった男女関係においても、占領軍の兵士たちが 「買う」

能動的な存在であったのは明 らかである。恋愛関係 においても事情は同 じであったろ

う。よほどのことがないかぎり、日本人女性の側から米兵に声をかけた り、近づいたり

するとい うことはなかったはずだ。

統計上、国際結婚における男女比が逆転するのは1957年 のことだ4。それまでは、 日本

人女性が外国人男性、とくに欧米出身の男性と結婚する数が、日本人男性が外国人女性

と結婚する数を上回っていた。また、在 日米軍との関係でいうと、それよりすこし早い

1971年 には円高などの影響から、基地で働 く女性や米兵の妻たちが日本人相手に売春を

行 うとい う記事が現れる。 日本は、1970年 代において経済戦争に勝利 し、それにともな

い男女関係でも 「勝者」になったとい うことになろ う。また、1980年 代になると、恋愛

相手に米兵、 とくに黒人兵を対象 とする日本人女性がマスコミを騒がす。食事代やホテ

ル代を支払 うのは彼女たちだ。 「恋愛」においても事情は大きく変わったといえよう。
しかし、これ らはあくまでマクロな状況において、とい うことである。 ミクロな次元で

は、たとえ一方的な力関係が認められるとしても、個々の男女の出会いにおいて、また

そ うした出会いを 「書く」 とい う行為 において、 「一方向的なグローバ リゼーション」

と断 じることはできない複雑で交錯 した力関係を認めることができるからだ。

占領期の日本における米兵 と日本人女性についてのルポルタージュを取 りあげること

で、グローバ リゼーシ ョンをたんに政治経済の問題あるいはマクロな次元の問題に限定

すべきではないし、またこれを一方的な動きとしてとらえるべきではないとい うことが

明らかになったはずである。

4国 際 結婚については、石坂晴海2002、 『オンリー ・ラブ 進化する結婚 彼女たちはなぜ非欧

米系外国人を選んだのか』(現 代書林)、 竹下修子2000、 『国際結婚の社会学』(学 文社)を 参

照。


